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1－市場概況 

2019年の中国における生命保険（健康保険、傷害保険などを含む「広義の生命保険」）の収入保険料は、

前年比13.8％増の３兆995億元であった。日本円では約62兆円１規模にあたる（図表１）。2019年は、2017

年、2018 年の市場の健全化を経て、成長が大幅に回復した。中国の生保市場は直近 5 年間で 2.4 倍に拡

大している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年の中国の生保市場は、国民の所得の向上、高い保障ニーズに加えて、2014 年の予定利率の上限の

緩和措置が奏功し、2016 年までは短期・貯蓄型の保険を中心に急速な成長を遂げていた。一方、保険会社

の中には資産と負債のデュレーションのミスマッチやリスクの拡大など多くの問題を抱える事態が発生した。よ

って、2017 年以降、当局は市場の健全化をはかるべく、保険会社に対して、終身、医療などの保障性商品

や、契約期間が長期で平準払いの貯蓄性商品の販売へのシフトを強く求めた。加えて、契約期間が短い一

時払い商品の販売も規制したこともあって、2018 年の収入保険料の規模はこれまでで最大となったものの、
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（図表１） 生保収入保険料の推移 

（注）中国では、保険を人保険（「人身保険」（広義の生命保険））、物保険で分けている。人身保険は、生命保険（定期、終身、養老）、

健康保険（医療、疾病、介護、所得保障、傷害保険）、年金保険を指し、ここでは広義の生命保険として、これらの保険の収入保険料の合計を掲

載している。2019 年、「健康保険管理弁法」により、傷害保険も健康保険に含まれることとなった。 

（出所）中国銀行保険監督管理委員会ウェブサイトより作成 

 

 

ニッセイ基礎研究所 

mailto:katayama@nli-research.co.jp


 2         ｜保険・年金フォーカス 2021-0２-16｜Copyright ©2021 NLI Research Institute All rights reserved 

 

増加幅は小幅にとどまっていた。2019年は、依然として当局の指導や規制が続いているものの、市場のニー

ズが高まり、２桁の増加率に回復した。 

 

2－商品構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3－販売チャネル構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図表 2） 商品構成〔収入保険料ベース〕 

 

2019 年の商品構成（収入保険料ベース）

は、有配当保険が前年比 1.1ポイント減少し

たものの、41.1％と最も多くを占めた（図表

2）。2018 年以降、有配当保険が最も多くを

占めており、当局による市場の健全化策の一

環として保障性の高い商品の販売が強化さ

れた点が挙げられる。また、これまでの養老

保険から、年金保険の販売に軸足が移ってい

る点も奏功した。無配当保険は前年より 1.9

ポイント増加し、全体の 35.4％を占めた。 

 健康保険（傷害保険を含む）の構成比は前

年から 0.7ポイント減少して、全体の 23.2％

を占めた。既存の実損填補型の医療保険に加

えて、ネット保険を中心に、「百万医療保険」

といった高額な給付を目的とした保険商品

も急速に普及し始めた。 

（図表３）販売チャネル〔収入保険料ベース〕 

 

（出所）保監会年報、報告他より作成 

 

 

2019 年の販売チャネル（収入保険料ベー

ス）は、個人代理人が 58.2％と最も多くを占

めた（図表３）。 

次いで、銀行窓販が 30.3％を占め、個人代

理人と合計すると全体の 88.5％とおよそ 9

割を占めた。市場健全化による一時払い商品

の販売規制以降、銀行窓販に大きな影響が出

ており、構成比が大きく減少した 2018年の

状況を維持することになった。 

インターネットなどの販売を含む直販は

拡大傾向にあり、全体の 8.0％を占めた。イ

ンターネットを介した生命保険の販売は急

増しており、2019 年は前年比 55.7％増の

1,858億元（2.9兆元）に達した。 

 

（出所）銀保監会、報告他より作成 
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4－保険金、解約払戻金の支払い状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5－主要な保険会社の業績状況 

2019年、国内系の生命保険会社（医療保険専門、企業年金専門の保険会社を含む）は 63社、外資系生

保は 28 社であった。市場占有率（収入保険料ベース）は、国内系生保が 90.5％を占め、外資系生保は

9.5％であった。市場占有率の高い上位 3社は、中国人寿、平安人寿、太平洋人寿である（図表 5）。 

国有生保最大手の中国人寿は 2018 年の業績低迷から浮上し、保険料収入、営業収入、純利益とも

大幅に増加した。保険料収入の伸びは、新契約が奏功している。保険料収入の伸びに加えて、投資収

益の増加、商品構成の見直しによる解約や満期保険金の減少も純利益の増加に貢献した。中国人寿は、

復活戦略として、2019年３月に「鼎新プロジェクト」をスタートし、販売チャネル、投資、商品、デ

ジタル化、金融エコシステムの形成といった分野での改革を推し進めている。 

民間生保最大手の平安人寿は好調を維持している。2014 年以降、他社に先駆けて取り組んだ総合フィン

テック企業としての戦略が奏功している。ＵＸ（ユーザー体験）の向上を重視し、AIやビッグデータの分析と個

人代理人のサービス提供を組み合わせることで実現している。また、保険のみならず、その他のネットサービ

スの利活用によって顧客１名あたりの契約件数が増加し、クロスセルにつながっている。2019 年の保険料収

入は前年比 10.5％増の 4,939億元、営業収入、純利益とも堅調に増加した。 

太平洋人寿も、概ね好調を維持している。2017 年の市場健全化を受けて、2018 年から太平洋保険グル

ープ全体で取り組む「戦略転換2.0」プロジェクトの実施過程にある。特に、代理人のレベル向上、金融エコシ

ステムでのサービスレベルの向上、手続きやフローでのデジタル化の強化を重視している。2019 年の収入

保険料は前年比 5.0％増の 2,125 億元にとどまっており、新契約の保険料収入の減少が全体に影響を与え

ている。なお、営業収入、純利益とも増加しており、グループ全体での取り組みが奏功している。 

外資系生保については、引き続き中国の国内銀行が 50％以上を出資するアクサ、シグナといった銀行系

生保が上位を占めている。2019年の保険料収入の増加が大きいのは、2018年の銀行窓販の規制などを受

けて大きく落ち込んだ後の反動回復が影響している。外資系生保については、全体的には規模は小さいな

がらも、保険料収入、営業収入、純利益とも堅調に伸ばしている会社が多く、市場占有率も毎年着実に上昇

（図表４）保険金等の支払い状況 

（出所）保監会報告より作成 

 

 

2019 年の生命保険の死亡保険金や満期保

険金等の支払いは、前年より 0.1％減少し、

6,392億元となった（図表４）。2017年以降、保

険金等の支払いは商品構成の見直しによって

減少している。一方、健康保険は契約の増加

や短期の契約も多く、前年比 34.8％増の

2,351億元となった。 

また、解約払戻金は、前年比 19.0 ％減の

5,841 億元となった。解約率も前年から 1.86

ポイント減少し、4.97％となった。2017 年

以降、解約や満期保険金の支払いは減少して

いる。 
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している。2019年 12月には、中国銀行保険監督管理委員会が生命保険会社の外資出資比率規制を 2020

年１月１日から撤廃すると発表するなど、外資規制の緩和が進んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図表５）国内系/外資系生保上位 5 社の業績 

（注１）括弧内の数値は前年比増減率である。華夏人寿の新契約は未公表。 

（注２）市場占有率は、生命保険会社（合計）の保険料収入に対する占有率となっている。前掲の図表１における生保収入保険料の 

医療保険、傷害保険には損害保険会社による保険料収入が一部含まれている。 

（出所）各社のディスクロージャー資料、銀保監会のウェブサイト、「中国保険年鑑」2020 他より作成 

 

 

（出所）銀保監会、報告他より作成 

 

 

（図表６）201９年時点の市場占有率上位 5 社の占有率推移 

 
各社の市場占有率（収入保険料ベース）は、近

年、大きく変動している。中国の生保市場は、こ

れまで最大手である国有生保の占有率が高かっ

たが、近年は民間生保が占有率を上昇させてい

る。図表 6は、2019年末時点で市場占有率上位

5社について、2014年時点に遡って 5年間の推

移を示したものである。最大手の中国人寿は

2014 年から 2019 年までの 5 年間で占有率が

6.9ポイント下落しており、19.2％となった。一方、

平安人寿は、社会のデジタル化が急速に進んだ

2016 年以降、その占有率を上昇させている。

2019 年時点では 16.7％と首位の中国人寿との

差はわずか 2.5ポイントまで縮小している。 

 

 

新契約

1 中国人寿 国有 19.2%
5,671億元

（5.8％）

1,813億元

（6.0％）

7,452億元

（15.9％）

590億元

（395.8％）
1,705億元

2 平安人寿 民営 16.7%
4,939億元

（10.5％）

1,474億元

（0.9％）

6,423億元

（10.8％）

829億元

（13.1％）
836億元

3 太平洋人寿 民営 7.2%
2,125億元

（5.0％）

512億元

（▲11.4％）

2,682億元

（9.2％）

206億元

（48.2％）
248億元

4 華夏人寿 民営 6.2%
1,828億元

（15.5％）
ー

1,968億元

（4.5％）

8億元

（▲69.2％）
48億元

5 太平人寿 国有 4.7%
1,412億元

（14.1％）

334億元

（▲4.3％）

1,700億元

（18.4％）

114億元

（93.2％）
261億元

新契約

1 アクサ 民営 1.8%
542億元

（56.5％）

351億元

（70.4％）

602億元

（63.1％）

10億元

（42.9％）
19億元

2
グレート

イースタン
民営 1.4%

420億元

（29.8％）

347億元

（25.3％）

469億元

（4.7％）

17億元

（▲2.4％）
30億元

3 AIA 民営 1.1%
341億元

（30.1％）

93億元

（25.7％）

393億元

（30.1％）

82億元

（90.7％）
80億元

4 プルデンシャル 民営 0.7%
213億元

（38.7％）

95億元

（75.9％）

249億元

（42.3％）

18億元

（20.0％）
50億元

5 シグナ 民営 0.6%
180億元

（19.5％）

60億元

（11.1％）

202億元

（21.7％）

14億元

（38.0％）
36億元

純利益 累積損益

営業収入 純利益 累積損益

　　　保険料収入国内系生保

（62社）
経営

市場

占有率
営業収入

外資系生保

(28社）
経営

市場占有

率

保険料収入
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6－資産運用状況 

2019年の生保の総資産は、前年比 16.1％増の 16兆 9,575億元であった。中国では、生命保険業全体

の資産運用状況は公表していないため、以下では、生保大手 5 社（中国人寿、平安人寿、太平洋人寿、華

夏人寿、太平人寿）について確認し、全体像を概観する２。 

図表 7は 5社の資産のうち、負債を運用し、収益を確保することを目的とした実働資産について債

券や株式など運用手段別に分類し、合計したものである。2019 年は銀行の定期預金（10.4％）、貸付

（7.5％）、債券（54.4％）といったインカム資産が実働資産全体の 72.3％を占めており、安全な資産を中心に

運用されている。また、およそ半分を占める債券については、国債・政府債が 42.6％、金融債が 13.2％と安

全性の高い債券が過半の 55.8％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7－収支状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国の生命保険業全体の収支動向は公表さ

れていないため、以下では生保大手５社につい

て確認し、収支の全体像を概観する。 

2019年の大手5社の営業収入の総額は、前

年比 12.3％増の 2 兆 194 億元であった（図表

8）。上位 5 社の保険料等収入は前年比 8.9％

増と増加、資産運用収益は前年比 27.0％増と

大幅に増加した。 

営業支出では、責任準備金等の繰入、手数

料・コミッションは増加したが、保険金等支払い

は大幅に減少した。 

最終的な純利益は大幅に増加し、前年比

62.5％増の 1,748億元となった。 （出所）各社のディスクロージャー資料より作成 

 

 

 

（図表７）生保大手 5 社の運用手段別資産構成 

 

（注）総資産のうち実働資産が占める割合は 90.4％であった。 

（出所）各社のディスクロージャー資料より作成 

大手 5 社運用

手段別構成比 

 

(億元）

2019 2018 増減

20,194 17,979 2,215

保険料等収入 15,975 14,671 1,304

資産運用収益 3,988 3,139 849

その他 230 5,766 ▲ 5,536

18,468 16,490 1,978

保険金等支払金 4,056 4,973 ▲ 917

責任準備金等繰入額 9,323 6,702 2,621

契約者配当 614 531 83

手数料・コミッション 2,271 2,137 134

事業費 1,320 1,223 97

その他 884 6,962 ▲ 6,078

1,726 1,489 237

営業外収入 27 1 26

営業外支出 (9) (11) 2

所得税 4 (403) 407

1,748 1,076 672

生保大手5社

営業収入

営業支出

営業利益

純利益

（図表８）生保大手 5 社の収支状況 
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8－保険の地域別普及状況〔生損保合計〕 

2019年の１人あたりの保険料拠出は 3,046元（生損保合計）で、2018年より 321元増加した（図表 9）。 

地域別の普及状況は、１人あたりの保険料拠出額、域内総生産に占める保険料拠出の割合を見ても、所得

の高い東部地域が最も進んでいる。 

１人あたりの保険料拠出が最も多い北京市（東部地域）は、全国平均のおよそ 3 倍の 9,640 元となってい

る。また、域内総生産に占める保険料拠出の割合（6.0％）についても先進国に相当する割合となっている。

一方、拠出額、拠出の割合とも最も小さいのは西蔵（チベット）自治区である。チベット自治区の拠出額は

1,066元で、全国平均のおよそ 35％、北京市の 1/9 となっており、普及の地域格差は引き続き大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9－世界における中国生命保険市場の位置づけ 

スイス再保険会社の Sigma「World insurance：riding out the 2020pandemic storm」によると、

2019年の国・地域別の生命保険料の規模において、中国は米国、日本に次いで世界第 3位となった（図表

10）。2019年の中国の生命保険料の伸び率は上位５か国のうち、最も高くなっている（図表 11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）天津市、安徽省、貴州省は、2019 年のデータが公表されておらず、取得できる最新年の数値を参考値として記載している。 

（出所）中国人民銀行公表資料より作成 

（出所）図表 10、図表 11 とも Swiss Re Sigma「World insurance」（各年）より作成 

2019 年 

（ドルベース） 

（図表９）地域別保険普及状況（生損保合計） 

（図表 10）国・地域別 生命保険料収入シェア 

 

（図表 11）国・地域別の生命保険料の伸び率 

（2019 年時点での上位 5 カ国・現地通貨ベース） 
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一方、多くの人口を抱える中国では、保険が国民１人１人に広く普及している状態には達していない。

2019 年、中国におけるＧＤＰに占める生命保険料収入の割合も 2.3％と世界平均の 3.4％に達していない

（図表 12）。また、１人あたりの生命保険料収入（ドルベース）も 230ドルとこちらも世界平均 379ドルに達して

おらず、今後の成長の余地は大きいと言えよう（図表 13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ １元＝15.6 円で換算 
２ 上位 5 社合計の市場占有率は 54.0％である。 

（出所）図表 12、図表 13 とも Sigma「World insurance：riding out the 2020pandemic storm」より作成 

（図表 13）1 人当たりの生命保険料収入（ドルベース） 

 

（図表 12）GDP に占める生命保険料収入の割合 


